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ノ月、 木
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一一

内
年
度
総
会
闘
か
れ
る

四
周
二
一
目
、
婦
選
会
館
で
川
口
年
度
総
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
新
し
い
組
織
に
な
っ
て
三
回
目
の
総
会

で
す
。向何
年
度
は
、
支
出
が
会
費
、
カ

γ
パ
の
額
を
越
え

て
し
ま
っ
た
た
め
、
財
政
が
特
に
問
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
活
動
を
小
く
し
て
支
出
を
減
ら
す
よ
り
も
、

収
入
を
確
保
し
て
効
果
的
に
運
動
を
す
す
め
よ
う
と

「
会
費
納
入
を
確
実
に
」
「
カ
ン
バ
も
積
極
的
に
」

七
月
七
日
一
回
午
後
一
時
半

I
四
時
半

於
・
婦
選
会
館

〈
電
話

O
三

l
一二七

O
l
O二
三
八
〉

L

お
話
"
H
子
ど
も
の
人
権
と
寂
庭
科
教
育

日
本
子
ど
も
を
守
る
会
理
事

山
口
勇
子
さ
ん

集会のおしらせ

「
会
員
も
も
っ
と
ふ
や
さ
な
け
れ
ば
」
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

帽
同
年
度
の
運
動
の
ま
と
め
と
決
算
、
均
年
度
の
活

動
方
針
と
予
算
は
報
告
、
提
案
通
り
承
認
さ
れ
て
、

市
川
房
枝
さ
ん
の
「
少
し
づ
つ
は
前
進
し
て
い
る
の

だ
か
ら
辛
抱
強
く
続
け
て
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
ば

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
報
告
・
提
案
の
内
容
は
ニ

t
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

1
小
学
生
の
家
庭
科
観

ハ
凶
ベ

1
ジ
参
照
〉

国
際
児
童
年
に
因
ん
で
「
こ
ど
も
の
た
め
に
」
と
い

う
観
点
か
ら
考
え
て
み
ま
し

z
う。

4
9
加
費
ハ
資
料
代
と
も
)

一
般
三
五

O
円

2. 

会
員
・
二
五

O
円

も

じ

く

均
年
度
総
会
開
か
れ
る
・
・
・
:
・
・
:
・
・
・
・
・
・
:
:
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:
川

集
会
の
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せ
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:
:
j
i
-
-
:
:
・・・;・:・川
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mm
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度
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報
告
・
.......... ----J:
・.......... 同

四
二
二
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報
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:
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j
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:
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会
の
感
想
・
・
:
・
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:
-
j
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・
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・
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:
附

パ
ン
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レ
ッ
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:
-
-
j
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-
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教
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-
j
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:
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脚

郵
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ア
ン
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ー
ト

j
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-
-
-
-
j
i
-
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:
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大
阪
府
婦
人
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題
推
進
会
議
の
提
言
:
:
:
:
・
叫

崎
玉
県
計
画
試
案
・
・
:
・
・
・
・
.......... ・・・・・・・・:・・

ω

山
口
県
の
行
動
計
画
:
:
:
:
j
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-
-
:
i
・e
・
-:ω

福
岡
・
高
知
の
婦
人
問
題
に
関
す
る
調
査
:
・
臼

別
学
共
修
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実
践
し
て
(
北
海
道
〉

-
j
i
-
-
ω
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世
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・
・
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:
・
・
・
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:
・
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・
・
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・
・
・
・
:
:
・
:
崎

新
世
話
人
に
中
川
さ
ん
・
:
・
・
.......... ・・・・・::同

小
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
j
i
-
-
-個

ご
相
談
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

i
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79 

年

度

同
年
度
運
動
の
ま
と
め

報
告
者

青
山
和
世

基
本
方
針
に
つ
い
て
‘

.1
年
度
総
会
で
「
共
学
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う

と
と
を
決
め
た
が
、
そ
の
後
「
共
修
」
「
共
学
」
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
使
う
こ
と
に
し
た
。

1. Z

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

①
組
織
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
と
強
め
る
こ
と
の
た
め
に

@
世
話
人
会

H
M
回
開
催
会
報
に
記
録
を
掲
載
。

@
会
報
H
H
情
夏
、
情
秋
、
%
冬
、

M
m
春
号
を
発
行
。

の
会
員

th何
年
4
月
約
制
名
↓
Mm
年
3
月
約
制
名
。

@
名
簿

Hhm年
ロ
月
、
会
員
全
員
に
発
送
。

②
世
輪
に
訴
え
理
解
を
深
め
る
た
め
に

@
出
版
物
の
販
売
H
n
教
研
集
会
、
ア
ジ
ア
の
女
た
ち

の
会
を
は
じ
め
、
他
国
体
の
い
ろ
い
ろ
な
集
会
で
。

@
研
究
集
会

1
4
回
開
催
、
会
報
に
記
録
を
掲
載
。

@
新
し
い
パ

γ
フ
レ
ッ
ト
「
技
術
・
家
庭
科
の
男
企

共
学
を
ど
う
す
す
め
る
か
」
を
発
行
。

@
他
国
体
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
交
流
H
教
科
書
編
集
に

戸戸《、、 ε

79 
年
度
活
動

方
針

提
案
者

革
本
方
針

全
国
の
中
学
・
高
校
で
家
庭
科
の
男
女
共
学
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

具
体
的
な
活
動

L

組
織
の
砿
犬
、
強
化

@
名
鈎
が
で
き
た
の
で
、
身
近
な
人
た
ち
が
連
絡
し

あ
い
、
地
続
に
核
を
つ
く
る
方
向
を
め
ざ
す
。

@
会
員
の
鉱
大
は
、
ア
ピ
ー
ル
、
バ
ン
フ
な
ど
で
行

な
い
、
今
年
度
は
、
学
生
、
生
徒
に
積
極
的
に
入
会

を
す
す
め
る
。

@
世
話
人
会
の
定
期
開
催
と
記
録
を
残
す
。

@
会
報
の
定
期
刊
行
(
年
4
回〉

Z

世
論
に
訴
え
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に

@
黄
パ
ン
フ
(
一
問
一
答
〉
は
保
護
者
を
中
心
に
。

@
集
会
の
開
催

@
よ
そ
の
団
体
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
集
会
怠
加
o

a
教
科
書
会
社
に
対
し
て

。
新
し
く
で
き
た
教
科
書
の
チ
ェ
ヲ
タ
を
す
る
。

@
高
校
用
の
教
科
書
編
集
に
対
し
て
要
望
す
る
・

4

共
学
を
具
体
的
に
す
す
め
る
た
め
に

総

メ:'>..
zコZ

幸民

仕
口

関
連
し
て
出
版
労
連
と
話
し
合
う
。

@
教
育
専
門
家
間
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

③
行
政
機
関
へ
の
働
き
か
け

@
文
部
省
・
中
教
審
へ

.
高
校
学
習
指
導
要
領
に
向
け
て
要
望
。

-
教
科
書
検
定
に
関
し
て
要
望
、
教
科
書
検
定
課
長

に
面
会

-
中
教
審
へ
「
女
子
特
性
教
育
」
に
つ
い
て
考
え
直

す
よ
う
質
問
、
続
い
て
要
望
。

@
各
自
治
体
へ
の
働
き
か
け

-
東
京
都
教
育
庁
指
導
部
長
に
商
会
0

.
東
京
都
行
動
計
画
へ
向
け
て
要
望
。

。
行
動
計
画
を
発
表
し
た
北
海
道
へ
要
望
。

・
「
岩
手
婦
人
対
策
の
方
向
」
に
関
連
し
て
要
望
0

・
各
府
県
と
検
浜
、
川
崎
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
‘

神
戸
、
福
岡
、
北
九
州
、
長
崎
の
各
市
に
要
望
。

④
そ
の
他

@
教
科
書
会
社
に
教
科
書
編
集
に
関
し
て
要
望
。

@
イ
ギ
リ
ス
機
会
平
等
委
員
会
教
育
部
長
ヴ
7

レ
リ

ー
・
ヘ
イ
ル
さ
ん
と
懇
談
。

⑤
事
務
局
体
制

ア
ル
バ
イ
ト
の
矢
口
幸
子
さ
ん
に
事
務
処
理
の
一

部
を
依
額
。

@
ピ

γ
ク
バ

γ
フ
を
中
学
校
の
銭
術
・
家
庭
科
の
先

生
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
。

@
高
校
用
の
新
し
い
パ

γ
フ
を
作
成
す
る
。
来
春
発

行
予
定
。

@
相
談
窓
口
開
設
。
郵
便
で
事
務
局
へ
0

5

行
政
機
関
へ
の
働
き
か
け

@
文
部
省
、
総
理
府
等
に
必
要
に
応
じ
て
働
き
か
け

る。@
各
地
方
自
治
体
に
必
要
に
応
じ
て
働
き
か
け
る
。

&
教
育
の
中
の
男
女
差
別
を
な
く
す
た
め
の
新
立

法
に
つ
い
て
請
願
す
る

-
財
政
基
盤
の
確
立

@
会
費
を
積
極
的
に
払
っ
て
も
ら
う
。

@
カ
ン
パ
は
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ン
パ
も
含
め
て
、
積
極

的
に
集
め
る
o

a
事
務
局
体
制
の
整
備

《
討
論
》

「
会
員
を
ふ
や
す
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
で
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

-
も
っ
と
家
庭
科
教
師
に
会
負
に
な
っ
て
ほ
し
い
0

.
こ
の
会
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
な
人
.
か
い
る
こ
と
。

教
師
も
も
っ
と
入
る
べ
き
だ
が
、
教
師
ば
か
り
が
前

面
に
出
な
い
方
が
よ
い
。

-
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
パ
ン
フ
レ
ヲ
ト
を
持
っ
て

同

会
費
・
カ
ン
パ
と
も
に
見
込
み
よ
り
少
く
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
し
が
な
け
れ
ば
大
き
な
赤
字
と
な
る

ト
=
」
λ
J

。 《
予
算

-
決
算
》

報
告
。
提
案

mm
年
度
決
算

の

円

円

円

円

円

円

0

0

0

0
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口
H

〉

送

イ

代

費
内
礼
賛
料
代
代
簿
(
ラ
使

胡

刷

査

一

-

郵

費
会
案
謝
報
印
送
所
ト
名
調
れ
(

''・・
h
E

れ
凶
語
、

務
λ

員
戸

p
i

ル
ン
一

γ

事
ア
会
ア
ピ
雑
伽
繰
一一…一計

部

88，600円

出支

会集
70.1 34円

79β80円

部の

'77年度からの
ロ越し

入

円"
も
H
M

、、J'

参
ど

入
会
な

収
集
費

，，a
、、

収

費

佐
藤
慶
子

820245円
34，760円

計
越し

支出の部 r~ 
集会費(4固とし勺 180000円|盃

34760円|一回につき会場費 10000円 |予
謝礼倣費を含む)30000円 |算

案内状 5000円

会費 |錨 (4固として) 3COOOO円
(2000円x400名として:)1一回につき印刷費45000円

800000円|送料 30000円

事務所代 (5000円x12ヶ月〉

60000円

アルパイト代 (15000円x12)

180000円

114760円

834760円|

部の

費雑

れ新 L 収入
ぞれたド78年度から
一るに i
収の印!~)繰越し
l支で刷
1と、物
tも予を
tに備つ
J内費く
1紛はる
1にも必
I見つ要
積とが
っと起
たりる
。たこ
u、と
とも
こ考

行
く
と
か
な
り
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
。

-
ど
こ
に
ど
ん
な
集
会
が
あ
る
か
情
報
を
交
換
し
会

い
積
観
的
に
販
売
を
し
よ
う
.司
会

，
記
録

半
田
た
つ
子
'

縄

谷

典

子

2 

り
計834760円計

3 



四

研

. 

テ
ー
マ
技
術
・
家
庭
科
の
『
相
互
乗
入
れ
』
を

ど
う
輿
聾
す
る
か

報
告
者
東
京
学
芸
大
附
属
世
田
谷
中

昭
島
市
清
泉
中

昭
島
市
昭
和
中

H
 

川
崎
暗
多
摩
区
立
中
野
島
中

渡
辺
彩
子
さ
ん

武
市
成
子
さ
ん

島
原
京
子
さ
ん

薄
井
浩
美
さ
ん

中
沢
美
智
代
さ
ん

総
会
に
先
だ
ち
、
ピ
γ
ク
バ
ン
フ
の
作
成
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
地
続
ぐ
る
み
の
実
践
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
昭
島
の
先
生
を
お
招
き
し
て
研
究

集
会
を
聞
き
ま
し
た
。

出
版
労
連
と
の
話
し
合
い
〈
8
ペ
ー
ジ
参
照
)
、

埼
玉
、
山
口
の
行
動
計
画
に
つ
い
て
ハ

u、
ロ
ペ
ー

ジ
多
照
〉
な
ど
、
馬
場
洋
子
さ
ん
の
経
過
報
告
に
続

い
て
報
告
を
聞
き
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
の
お
話

私
た
ち
の
学
校
で
は
共
修
を
は
じ
め
て
7
年
目
で

す
@
昭
和
必
年
か
ら
回
年
ま
で
、
週
三
時
間
の
う
ち

い
の
で
す
が
、
技
術
の
方
を
ど
う
す
る
か
、
無
理
に

家
庭
科
の
方
へ
引
き
込
も
う
と
す
る
の
で
な
く
‘
技

術
の
先
生
で
も
、
生
産
技
術
と
い
う
捉
え
方
で
な
く

一
般
の
生
活
の
中
の
銭
術
と
捉
え
て
お
ら
れ
る
人
も

で
て
き
て
い
る
の
で
、
将
来
家
庭
科
と
の
統
合
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
、
な
お

白
山
年
度
ま
で
に
は
全
面
共
学
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

武
市
さ
ん
の
お
話

四両年
4
月
か
ら
一
年
生
三
時
間
〈
一
年
間
)
、
三

年
生
三
時
間
三
学
期
〉
男
女
共
学
の
家
庭
科
と
技

術
科
の
授
業
を
や
り
ま
し
た
。

私
は
昭
島
中
に
転
勤
し
て
五
年
目
に
な
る
の
で
す

が
、
そ
の
時
、
昭
島
中
に
技
術
の
新
卒
の
方
が
来
ら

れ
、
共
修
を
や
ろ
う
と
声
を
か
け
た
ら
、
彼
も
や
ろ

う
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し

慎
重
を
期
し
て
二
年
の
研
究
期
間
を
お
き
、
路
年
に

二
人
が
一
年
の
配
属
に
な
っ
た
と
き
か
ら
全
面
共
学

で
は
じ
め
ま
し
た
。
現
在
は
二
年
、
三
年
は
全
面
共

学
、
一
年
生
は
一
学
期
だ
け
共
学
で
す
。
先
生
は
技

術
科
が
男
子
二
名
、
家
庭
科
は
女
子
二
名
で
す
、
先

往
方
の
反
応
は
技
術
科
の
一
人
が
反
対
、
そ
の
あ
と

新
卒
の
妓
術
の
方
が
来
た
が
彼
も
反
対
な
の
で
す
。

授
業
内
容
は
、
一
年
は
家
庭
科
が
食
物
・
被
服
、

技
術
科
が
製
図
・
木
工
の
二
本
建
て
、
時
間
数
も
半

分
に
し
隔
週
で
三
時
間
ず
つ
や
っ
て
い
ま
す
。

究

集

とと
Eコ
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幸良

一
時
間
を
共
学
に
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
田
年
か
ら

新
指
導
要
領
に
合
わ
せ
て
週
時
間
数
が
2
、
2
、

s

と
減
っ
た
の
で
共
修
の
体
制
も
変
え
ま
し
た
、
一
年

は
一
学
期
、
二
年
は
三
学
期
を
共
学
に
し
、
三
年
は

こ
れ
ま
で
通
り
隔
週
に
二
時
間
ず
っ
、
年
聞
を
通
し

て
や
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
必
年
か
ら
部
分
共

修
の
実
績
も
あ
り
、
今
度
は
時
間
数
が
減
っ
た
の
だ

か
ら
思
い
切
っ
て
全
面
共
修
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

道
具
な
ど
の
準
備
が
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
と
と
も

あ
り
、
ま
た
な
か
に
は
男
女
特
性
論
も
出
た
り
し
て
、

部
分
的
別
学
を
残
し
て
お
こ
う
と
い
う
技
術
の
先
生

か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
技
術
の
先
生
が
講
師
な
の
で

他
の
学
校
と
違
う
こ
と
を
す
る
と
負
担
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
人
間
関
係
で
は
は
じ
め

、
、
、

か
ら
き
め
つ
け
て
し
ま
う
と
、
後
発
展
し
な
く
な
る

の
で
:
:
部
分
的
に
や
り
な
が
ら
実
を
と
る
と
い
う

方
法
で
や
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
一
年
は
住
居
。
技
術
科
は
製
図
・
建
築

守
口
、
家
庭
科
で
は
住
居
の
環
境
、
両
面
か
ら
や
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
二
年
生
は
電
気
・
屋
内
配
線
と
家

庭
電
気
、
三
年
は
保
育
と
被
服
が
共
学
で
す
、
三
年

被
服
・
食
物
・
住
居
(
家
庭
)

木
工
・
金
工
・
機
械
ハ
妓
術
〉

保
育
・
食
物
。
被
服
〈
家
庭
)

機

械

・

電

気

(

技

術

V

生
徒
の
受
け
と
り
・
・
:
:
問
題
に
な
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
怠
け
て
い
る
向
き
に
は
レ
ポ
ー
ト

で
し
め
上
げ
て
い
ま
す
.
と
に
か
く
男
女
一
緒
に
や

る
こ
と
は
た
の
し
い
、
授
業
が
ピ
シ
ッ
と
し
ま
っ
て

き
ま
す
。
一
歩
踏
み
だ
す
ま
で
は
教
師
の
決
断
が
大

き
な
役
割
を
果
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
子
ど
も
の

側
か
ら
ハ
タ
パ
を
か
け
ら
れ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

と
て
も
た
の
し
そ
う
だ
し
意
欲
的
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
保
育
の
授
業
で
家
族
の
不
満
を
出
し
あ

う
の
で
す
@
「
台
所
へ
入
る
と
母
が
お
こ
る
」
「
掃

除
す
る
と
母
が
お
こ
る
」
な
ど
と
子
ど
も
の
訴
え
が

出
さ
れ
る
と
、
他
の
子
が
「
何
て
、
ワ
カ
ラ
ズ
屋
の

親
な
の
だ
ろ
う
、
僕
が
行
っ
て
説
得
し
て
や
る
」
と

い
っ
た
話
し
あ
い
に
な
っ
た
り
、
女
生
徒
は
「
お
母

さ
ん
の
仕
事
が
兄
は
し
な
い
で
全
部
、
妹
の
わ
た
し

の
上
に
廻
っ
て
く
る
の
だ
」
と
怒
っ
た
り
:
:
:
。

地
域
の
受
け
入
れ
は
割
と
す
ん
な
り
入
っ
て
い
け

ま
し
た
。
組
合
の
支
援
も
あ
り
ま
し
た
し
、
父
母
会

の
話
で
も
賛
成
的
で
し
た
。
し
か
し
、
私
や
技
術
の

先
生
が
ま
た
転
任
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
困
る
の
で
、

地
繊
の
中
に
根
づ
か
せ
て
お
く
よ
う
に
、
市
教
研
の

研
究
テ
l
マ
も
共
学
問
題
と
し
、
四
年
間
続
け
て
き

二
年
は

年

自
で
共
学
が
や
っ
と
軌
道
に
の
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。や
っ
て
み
て
の
成
果
で
す
が
、
内
容
的
に
は
女
子

だ
け
で
や
っ
て
い
た
と
き
と
変
ら
な
い
の
で
す
が
、

何
と
い
う
か
、
共
学
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
自
身
に
返
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
生
徒
の
綬
業
態

度
が
亭
フ
の
で
す
。
共
学
で
は
反
応
が
す
ぐ
で
ま
す
，

つ
ま
ら
な
け
れ
ば
騒
ぐ
し
、
興
味
や
疑
問
が
あ
れ
ば

す
ぐ
言
動
に
な
り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
は
大
へ
ん

だ
け
れ
ど
手
応
え
が
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
女
子
生
徒

に
と
っ
て
も
同
じ
で
し
I
う
。
コ
一
年
生
の
保
育
家
族

の
話
で
は
家
庭
生
活
の
話
し
あ
い
を
し
て
い
る
と
ど

う
し
て
も
男
と
女
の
違
い
に
話
が
す
す
ん
で
い
き
ま

す
。
男
子
生
徒
の
存
在
を
意
識
し
て
内
容
が
違
っ
て

き
ま
す
ね
。

:
:
:
と
い
う
わ
け
で
、
私
た
ち
の
学
校
で
は
教
科
の

中
で
共
学
が
認
め
ら
れ
て
、
う
れ
し
い
の
で
す
が
、

逆
に
摩
擦
が
な
い
の
で
、
学
校
の
中
の
他
の
先
生
に

知
ら
れ
な
い
。
暗
黙
の
了
解
の
上
で
既
成
事
実
を
積

み
重
ね
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
、
学
芸
大
の
四
つ

の
付
属
中
学
の
中
で
カ
ロ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
き
ち
ん

と
い
れ
て
い
る
の
は
世
田
谷
中
学
だ
け
で
し
工
う
。

ま
た
地
威
と
の
連
帯
が
な
い
の
で
現
在
や
っ
て
い
る

先
生
が
転
勤
に
な
っ
た
ら
消
滅
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、

で
き
る
な
ら
全
面
共
学
に
し
た

ま
し
た
。
一
校
だ
け
で
や
っ
て
い
る
と
風
当
り
が
強

い
、
少
し
で
も
多
い
方
、
か
共
学
を
す
す
め
る
上
で
カ

に
な
る
で
し

z
う。

全
面
共
修
に
し
て
の
別
の
利
点
は
生
徒
の
忘
れ
物

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
教
師
の
側
も
授
業
が
単
純

形
に
な
っ
て
教
材
研
究
に
集
中
し
や
す
く
な
っ
L

た
と

い
う
こ
と
で
す
コ

奥
原
さ
ん
、
薄
井
さ
ん
の
お
話

昭
島
市
が
地
域
ぐ
る
み
の
共
修
を
は
じ
め
て
か
ら

四
年
目
に
な
る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
二
人
と
も
小
学

校
の
家
庭
科
専
科
だ
っ
た
の
で
す
が
日
年
に
中
学
へ

転
任
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
小
学
校
で
共
学
で
あ
っ

た
も
の
が
中
学
で
別
学
に
な
る
の
は
お
か
し
い
ナ
と

い
う
発
想
が
ま
ず
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
学
級
a

つ
く

り
の
函
か
ら
も
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
わ
し
て
や
る
よ
り
共

学
の
ま
ま
や
っ
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
最
初
の
年
は
準
備
不
足
で
無

投
夢
中
の
状
態
で
、
共
通
領
域
の
電
気
か
ら
は
じ
め

た
の
で
す
が
、
テ
ス
タ
ー
の
使
い
方
で
お
し
ま
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
の
年
は
技
術
の
先
生
と
力
を
合
わ
せ
全
面
共
学

を
打
ち
出
し
た
か
っ
た
が
、
技
術
科
の
先
生
の
一
人

が
女
子
を
入
れ
る
と
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
云
わ
れ
自
信
を
な
く
し
、
一
年
生
は
三
学

期
だ
け
、
二
年
生
は
木
材
加
工
と
電
気
を
共
学
に
し
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ま
し
た
。

今
年
は
技
術
の
先
生
も
一
人
ふ
え
余
裕
も
で
き
た

の
で
、
一
時
間
、
製
図
。
電
気
を
共
学
に
し
、
残
り

の
二
時
間
は
前
期
は
家
庭
科
の
食
物
、
後
期
は
技
術

科
の
木
工
、
二
年
生
は
一
時
間
だ
け
共
学
で
裁
培
を

や
り
、
三
年
生
は
講
師
の
先
生
な
の
で
全
面
別
学
の

態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

司
会
家
庭
科
の
共
学
で
は
食
物
は
う
ま
く
い
く
の

だ
け
れ
ど
、
問
題
は
被
服
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

武
市
や
り
方
に
よ
っ
て
は
食
物
以
上
に
お
も
し
ろ

い
の
ぜ
は
な
い
で
し

z
う
か
。
被
服
の
理
論
、
布
の

性
質
、
織
物
め
実
験
な
ど
自
分
の
着
て
い
る
も
の
と

つ
き
合
わ
せ
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
実
習
で
は
男

の
子
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
、
女
の
子
は
シ
ョ
ー
ト

パ
ン
ツ
を
作
り
ま
す
。
こ
こ
で
一
ば
ん
早
く
で
き
る

の
も
男
の
子
、
よ
ろ
こ
ん
で
や
る
の
も
男
の
子
、
で

き
る
人
と
で
き
な
い
人
の
差
も
大
き
い
の
で
す
。
女

の
子
は
将
来
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
と
い
や
い
や

な
が
ら
や
っ
て
る
子
が
殆
ん
ど
で
す
。
み
ん
な
手
が

と
て
も
動
か
な
く
て
、
パ
ン
ツ
に
ゴ
ム
ひ
も
を
通
す

の
に
一
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

中
沢
さ
ん
の
お
話

私
た
ち
の
学
校
は
校
長
先
生
が
前
向
き
で
、
昨
年

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
出
版
・

会
計
状
況

す
す
め
る
会
で
編
集
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
運
動
の
趣
旨
を
解
説
し
、
ま
た
男
女
共
修
の

教
材
研
究
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
好
評
を

博
し
て
い
る
。
そ
の
発
行
と
会
計
の
状
況
を
示
す
と

「
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
一
問
一
答
」
ハ
賞

バ
ン
フ
〉
は
、
昭
和
四
十
九
年
A
月
の
初
版
が
五
刷

を
重
ね
八
千
部
、
五
十
三
年
三
月
の
改
訂
版
二
千
部

を
含
め
発
行
部
数
一
万
部
ハ
印
刷
代
三
十
九
万
二
千

百
六
十
円
〉
、
「
男
女
共
修
の
家
庭
科
で
何
を
教
え

る
か
」
(
赤
パ
ン
フ
〉
は
昭
和
五
十
年
七
月
の
初
版

二
千
部
以
来
五
十
三
年
一
月
ま
で
に
四
千
五
百
部
を

発
行
(
印
刷
代
四
十
四
万
四
千
九
否
四
十
円
〉
し
た
。

な
お
、
賞
パ
ン
フ
の
売
上
げ
回
収
分
を
基
に
、
最
新

パ
ン
フ
レ
タ
ト
「
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
の
男
女
共

学
を
ど
う
す
す
め
る
か
」
(
ピ
ン
ク
パ
ン
フ
)
一
一
千

部
〈
印
刷
代
二
十
八
万
四
千
九
百
三
十
五
円
)
を
発

行
し
た
。
赤
パ
ン
フ
の
売
上
益
金
三
十
五
万
五
千
円

で
来
春
、
高
校
の
共
学
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
タ
ト
を

発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

(
佐
藤
慶
子
〉

は
新
指
導
要
領
に
む
け
て
移
行
期
間
を
ど
う
取
り
組

む
か
急
い
で
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
三
年
を
担
任
し
て
い
た
の
で
、
保
育
の
共
学
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
保
育
と
裁
培
を
隔

週
に
し
て
共
学
で
や
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
は
り
き

っ
て
全
面
共
修
で
食
物
と
木
村
加
工
を
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
指
導
主
事
か
ら
移
行
期
は
つ
つ
し
ん

で
欲
し
い
と
い
う
お
達
し
が
あ
り
、
先
生
方
が
ピ
ピ

っ
て
し
ま
い
、
校
長
先
生
は
す
す
め
る
よ
う
に
云
わ

れ
た
の
で
す
が
:
:
:
な
か
に
は
指
導
主
事
に
お
詫
び

に
い
く
人
も
で
て
き
て
今
年
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
場
全
体
て
の
話
し
合
い

共
学
に
す
る
と
と
の
大
へ
ん
さ
は
、
先
生
が
女
子

だ
け
教
え
て
い
た
時
の
倍
の
回
数
だ
け
授
業
を
こ
な

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
中
野
島
中
学
の
中
沢

さ
ん
は
同
じ
授
掌
'
を
ロ
回
も
く
り
返
さ
れ
た
と
か
。

共
学
で
家
庭
科
を
教
え
る
に
は
、
そ
れ
な
り
に
笑
わ

、

、

、

、

せ
る
所
や
み
せ
場
も
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
の
人
に
は
わ
か
ら
払
い
苦
労
が
多
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、
そ
ん
な
に
努
力
し
て
も
生
徒
の
方
は
一
週

一
時
間
で
は
印
象
も
渇
く
、
神
経
が
す
り
へ
る
割
に

は
成
果
が
少
な
い
と
い
う
嘆
き
ゃ
、
共
学
を
す
す
め

て
い
く
上
で
の
ア
イ
ロ
は
先
生
方
の
人
間
関
係
に
、

殊
に
講
師
の
先
生
だ
っ
た
ら
む
ず
か
し
い
こ
と
、
結

局
、
共
学
を
す
す
め
て
い
く
条
件
は
、
教
師
の
構
成

肉
川
一
で

き

と

。
奥
田
さ
ん
の
後
任
に
宮
野
さ
ん

新
し
い
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
審
議
官
は
宮
野

礼
一
さ
ん
。
石
川
県
出
身
で
香
川
県
教
委
に
動
め
た

こ
と
も
あ
り
、
人
事
、
会
計
、
教
科
書
、
体
育
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
部
門
を
経
験
さ
れ
た
「
行
政
家
」
だ
そ

う
で
す
・
昭
和
六
年
生
ま
れ
の
お
若
い
方
で
す
が
、

さ
て
お
考
え
は
ど
れ
だ
け
新
し
い
か
:
:
:
。

。
家
庭
基
盤
充
実
研
究
グ
ル
ー
プ
が
ス
タ
ー
ト

大
平
首
相
の
婦
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
従
っ
て
、
首

相
の
私
的
，
ブ
レ
ー
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
家
庭
基
盤

充
実
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
ス
タ
ー
ト
、
学
者
や
中
堅

官
僚
二
十
三
名
ハ
う
ち
女
性
は
六
名
〉
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
夏
頃
ま
で
に
結
論
を
出
す
べ
く
話
し
合
い

を
す
す
め
る
そ
う
で
す
。
「
女
は
家
庭
」
的
な
考
え

方
が
出
て
来
ま
せ
ん
よ
う
に
・
・
:
:
。

。
世
界
人
権
規
約
よ
う
や
く
批
准

一
九
六
六
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界

人
権
規
約
」
を
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
批
准
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
規
約
は
、
人
権
を
守
る
た
め
に
各
国
で
何
を

な
す
べ
き
か
を
定
め
、
規
約
で
規
定
さ
れ
る
権
利
が

と
教
室
が
い
く
つ
あ
る
か
に
規
定
さ
れ
る
と
と
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
み
な
さ
ん
の
体
験
談

を
き
け
ば
き
く
ほ
ど
、
や
っ
ぱ
り
共
学
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
「
共
学
に
つ
い
て
は
何
一
つ
心
配
す

る
こ
と
は
な
い
、
教
師
が
思
い
切
っ
て
踏
み
出
す
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

，--.. 

記司
録会

和
国
典
子
'

嶋
田
道
子
、

こ
の
集
会
に
つ
い
て
、
中
川
和
さ
勺
は
次
の

…
よ
う
な
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
い
つ
も
よ
り
す
く
な
い
よ
う
に
思
え
た

の
は
残
念
で
し
た
が
、
忙
し
い
学
年
は
じ
め
な
の
に

五
人
も
の
方
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
実
践
報
告
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
感
訟
で
し
た
。
ま
ど
ま
だ
実
践

校
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
す
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人

た
ち
.
か
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、
私
も
さ
さ

や
か
な
が
ら
将
米
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
パ
ン
フ
も
お
お
い
に
活
用
し
た
い
と
思
ヨ

て
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
差
別
な
く
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
う

た
9

て
い
ま
す
が
、
特
に
男
女
に
同
等
の
権
利
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
規
約
が
で
き
て
か
ら
十
年
以
上
も
批
准

さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
日
本

政
府
は
人
権
や
平
等
の
間
短
に
対
し
て
全
く
消
極
的

だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
の
項
目
で
は
、
平
和
教
育
と
無
償
化
の
問
題

に
つ
い
て
特
に
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
機

会
均
等
の
考
え
方
は
は
ヲ
き
り
出
て
い
ま
す
。

批
准
を
級
会
に
こ
の
規
約
も
ひ
と
つ
の
テ
コ
に
で

きれば・・・・・・。

。
各
自
治
体
の
行
動
計
画

(
ω
t
uベ
I
ジ
参
照
〉

前
号
で
は
北
海
道
、
岩
手
県
、
東
京
都
の
ほ
か
は

行
動
計
画
は
で
き
て
い
な
い
と
お
し
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
山
口
県
の
計
画
は
二
月
一
日
に
発
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

崎
玉
県
で
は
三
月
末
に
県
計
画
試
案
を
発
表
、
こ

れ
か
ら
県
民
の
声
を
聞
い
た
上
で
行
動
計
画
を
確
定

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
阪
も
婦
人
問
題
推
進
会

訟
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
行
動
計
画
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
③
〈
編
集
部
》

6 
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教

科

書

を

く

す

よ

一一
出
版
労
連
も
前
向
き
に
取
組
み

一一

昨
年
、
教
科
書
の
問
題
に
つ
い
て
出
版
労
連
の
人

た
ち
と
話
し
合
っ
た
あ
と
「
ま
た
話
し
合
い
ま
し

z

う
」
と
約
束
し
ま
し
た
が
、
三
月
一
四
日
に
下
打
合

わ
せ
を
し
た
あ
と
、
四
月
一
一
日
に
第
二
回
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

「
出
版
労
連
と
し
て
は
、
教
科
書
の
内
容
検
討
は

行
っ
て
い
b
怖
い
」
「
教
科
書
は
常
に
現
場
の
後
追
い

で
あ
る
」
な

E
、
消
極
的
と
み
ら
れ
る
発
言
も
あ
り

ま
し
た
が
、
四
月
二
四
日
付
の
「
教
対
通
信
必
日
」

ハ
出
版
労
連
出
版
対
策
部
教
科
書
対
策
妥
員
会
発
行
〉

で
は
基
本
的
に
閉
じ
立
場
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
文
章
を
ご
紹
介
し
ま
し

z
う。

4
-
u家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
と
家

庭
科
教
科
書
に
つ
い
て
こ
ん
だ
ん
会
を
行
な
っ
た
。

出
席
者
教
対
委
村
本
?
浅
羽

一
橋
労
組
・
実
教
労
組
家
庭
科
編
集
者

す
す
め
る
会
側
和
国
典
子

半
回
た
つ
子
他

体

治

の

う

自

一一一
新
都
知
事
も
共
修
に
賛
成

新
し
い
東
京
都
知
事
は
保
守
の
鈴
木
俊
一
さ
ん
に

な
り
ま
し
た
が
、
鈴
木
さ
ん
も
家
庭
科
の
男
女
共
修

に
は
賛
成
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
東
京
都
で

積
極
的
に
共
修
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け

安
説
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
て
は

前
号
で
も
ち
主
ヲ
と
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に

鈴
木
俊
一
、
太
田
薫
、
麻
生
良
方
の
三
氏
に
共
修
の

問
題
に
つ
い
て
は
が
き
で
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
そ

の
質
問
と
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

質
問
て
あ
な
た
は
、
中
学
・
高
校
に
お
け
る
家
庭

科
の
男
女
共
修
に
賛
成
で
す
か
。

三
氏
と
も
『
賛
成
』
。

質
問
二
、
当
選
さ
れ
た
場
合
は
、
家
庭
科
の
男
女
共

修
の
た
め
に
大
い
に
力
を
注
ぐ
意
志
が
お
あ
り
で

る

た

K 

め

家
庭
科
科
目
の
性
絡
お
よ
び
現
行
版
教
科
書
に
つ

い
て
こ
ん
だ
ん
を
行
な
っ
た
。

「
す
す
め
る
会
」
側
よ
り
、
現
行
家
庭
科
の
科
目

の
性
格
お
よ
び
、
現
行
家
庭
科
教
科
書
が
、
男
女
差

別
を
助
長
す
る
働
き
を
も
っ
て
お
り
、
指
導
要
領
の

改
定
に
伴
い
、
教
科
書
編
集
上
留
意
す
る
よ
う
に
労

働
組
合
と
し
て
経
営
・
職
場
に
よ
び
か
け
て
も
ら
い

た
い
旨
の
要
誇
が
あ
っ
た
4

こ
の
た
め
、
次
の
教
対

事
務
局
長
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
検
討
課
題
と
し
た

L
W
 
。
現
行
の
家
庭
科
教
科
書
が
「
男
女
差
別
を
助
長
す

る
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
る
」
と
い
う
批
判
に
対
す

る
教
対
委
事
務
局
長
見
解

一
、
教
科
書
検
定
で
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
論

ハ
男
な
い
し
夫
は
仕
事
、
女
な
い
し
奏
は
家
事
〉

の
押
し
つ
け
の
指
示
が
な
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
に
反

対
す
る
。

一
、
家
庭
に
関
す
る
学
習
を
、
女
子
の
み
必
修
と
す

る
こ
と
は
、
男
女
平
等
の
観
点
よ
り
問
問
か
あ
る
。

一
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
と
く
に
「
家
庭
一
般
」

は
女
子
必
修
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
定
め
は
性
別

に
よ
る
役
割
分
担
論
を
教
科
書
編
集
に
押
し
つ
け

る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
指
導
要
領
の
抜
本
的
改

と

き

一一一
す
か
。麻
生
、
太
田
両
氏
は
『
あ
る
』
。

鈴
木
氏
は
『
そ
の
他
』
に

O
を
つ
け
た
上
「
教

育
委
員
会
の
仕
事
で
す
の
で
側
面
か
ら
努
力
し

ま
す
」
と
回
答
。

質
問
一
二
、
当
選
さ
れ
た
場
合
は
、
行
政
を
通
じ
て
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
社
会
通
念
を

変
え
て
行
く
意
志
が
お
あ
り
で
す
か
。

三
氏
と
も
『
あ
る
』
と
回
答
。

文
部
省
の
皆
さ
ん
は
こ
の
結
果
を
ど
う
お
考
え
に

な
る
で
し

ι
う
か
。

集

会

て

は

「
都
知
事
候
補
に
き
く
」
集
会
ハ
国
際
婦
人
年
を

き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
主
催
〉

で
も
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

三
回
に
わ
た
っ
て
、
鈴
木
氏
、
太
田
氏
、
麻
生
氏
一

人
ず
っ
と
女
た
ち
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
も
三
氏
と
も
共
修
に
賛
成
の
意
志
表
示

を
さ
れ
ま
し
た
。

革
を
要
求
す
る
。

一
、
教
科
書
経
営
お
よ
び
職
場
が
、
編
集
主
体
の
確

立
を
は
か
り
、
文
部
行
政
の
意
図
に
加
担
し
な
い

よ
う
よ
び
か
け
る
。

一
、
国
民
の
期
待
に
応
え
う
る
新
し
い
家
庭
観
が
教

科
書
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
教
科
書
発
行
・
銀
択

の
条
件
・
状
況
が
っ
く
り
だ
さ
れ
る
と
と
を
切
望

し
、
わ
れ
わ
れ
も
取
り
組
み
を
強
め
た
い
。

会
社
側
へ
も
働
き
か
け

出
版
労
連
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
会
社
側
へ
の
働

き
か
け
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
、
要
望
書
を

送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
も
お
し
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
夏
休
み
頃
各
社
を
訪
問
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
、
教
科
書
に
つ
い
て
ど

意
見
を
お
持
ち
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。

教
科
書
協
会
に
も
要
望

教
科
書
発
行
者
の
団
体
で
あ
る
教
科
書
協
会
に
対

し
て
も
、
前
に
教
科
書
会
社
に
送
っ
た
要
望
書
の
コ

ピ
ー
を
同
封
し
た
手
紙
を
三
月
一
六
日
に
発
送
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
配
慮
を
要
望
し
ま
し
た
。

(
梶
谷
典
子
)

。

鈴
木
さ
ん
は
「
男
で
も
女
で
も
、
家
庭
に
は
ど
ん

な
作
業
が
あ
る
か
を
知
り
、
処
理
の
し
か
た
を
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
は
じ
め
は

「
家
庭
科
の
よ
う
な
問
題
の
多
い
教
科
は
、
必
修
で

な
く
、
選
択
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
。
会

場
か
ら
「
必
修
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
次
荷

に
出
さ
れ
る
と
、
「
こ
う
し
て
話
し
て
い
る
と
だ
ん

だ
ん
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
柔
軟
〈
?
〉
な
と
こ
ろ
を
み
せ
た
上

「
東
京
都
行
動
計
画
は
後
退
さ
せ
な
い
」
と
約
束
。

「
東
京
都
行
動
計
画
は
具
体
性
が
足
り
な
い
。
も
っ

と
積
極
的
に
す
す
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
に
対

し
て
も
、
「
今
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
回

答
で
し
た
。

。

太
田
薫
さ
ん
は
、
ま
ず
「
男
の
子
で
も
家
庭
的
な

子
も
い
る
、
家
庭
科
を
や
ら
な
く
た
っ
て
、
誰
で
も

一
応
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
封
建
的
な
家

庭
を
つ
く
る
た
め
の
主
婦
教
育
と
し
て
の
家
庭
科
は

や
め
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
」
と
述
べ
、
反
論
が
出

る
と
「
内
容
を
変
え
る
な
ら
男
女
で
や
っ
て
よ
い
」

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。。

こ
れ
に
対
し
て
麻
生
良
方
さ
ん
は
、
「
当
然
共
修

に
す
べ
き
だ
」
と
一
番
積
極
的
な
表
現
で
し
た
。

8 
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一一
都

指

導

部

長

に

質

問

東
京
都
行
動
計
画
に
は
家
庭
科
の
男
女
共
修
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
共
修
実
現
の
た
め
に
更
に
具

体
的
な
計
画
を
た
て
る
よ
う
要
望
を
出
し
た
こ
と
は

前
に
お
し
ら
せ
通
り
で
す
。

四
月
二
目
、
都
教
育
庁
指
導
部
長
あ
て
に
ま
た
次

の
よ
う
な
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。

1
1
1
1
1
'
B
I
E
s
t
-
-
l
a
f
l
o
t
i
l
-
-』
1
t
i
t
t
i
-
-

新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、
都
行
動
計
画
に

従
っ
て
家
庭
科
共
修
に
つ
い
て
の
検
討
を
ど
の
よ
う

に
ナ
す
め
て
い
ら
ョ
し
+
い
ま
す
で
し

z
う
か
。

お
目
に
か
か
っ
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
存
じ
ま
す

が
、
お
い
そ
が
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
今
回
は

文
書
で
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
。

次
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
ど
回
答

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

L

中
学
校
技
術
・
家
庭
、
高
校
学
校
家
庭
科
男
女

共
修
に
つ
い
て
の
学
習
内
容
・
方
法
の
検
討
は
ど

ん
な
掛
関
で
行
わ
れ
、
ど
ん
な
方
々
が
参
加
し
て

い
ら
っ
し
+
い
ま
す
か
。
ま
た
は
、
ど
ん
な
畿
閥
、

多
加
者
を
予
定
し
て
い
ら
っ
し
+
い
ま
す
か
。

&
検
討
の
ス
ケ
ジ
ナ
t
ル
は
ど
う
決
っ
て
い
ま
す

か
。
い
つ
頃
ま
で
に
結
論
を
お
出
し
に
な
る
お
つ

も
り
で
す
か
。
今
年
度
は
ど
の
位
す
す
め
ら
れ
る

一一一

一一

婦
人
の
地
位
向
上
に
関
す
る

埼

玉

県

計

画

試

案

よ

り

埼
玉

去
る
三
月
埼
玉
県
婦
人
問
題
協
議
会
よ
り
、

県
知
事
に
対
し
て
、
「
婦
人
の
地
位
向
上
に
関
す
る

埼
玉
県
計
画
試
案
」
の
答
申
が
な
さ
れ
た
、
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
は
大
友
よ
ふ
会
長
以
下
三
二
名
で
あ
る

が
、
共
修
の
会
の
広
田
寿
子
氏
も
労
働
。
職
業
部
会

の
部
会
長
で
あ
る
。

崎
玉
県
民
の
婦
人
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
で
は

女
性
の
五
割
が
「
夫
は
外
で
尚
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
」
と
い
う
伝
統
的
な
役
割
分
担
を
支
持
し
、
男
性

の
六
割
が
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
五
月
一
七
日
に

こ
の
試
案
に
対
す
る
県
民
の
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

た
上
で
、
正
式
に
県
の
行
動
計
画
と
し
て
推
進
さ
れ

て
い
く
。

学
佼
教
育
の
現
状
と
謀
越
の
と
こ
ろ
で
は
次
の
よ

う
な
指
伺
が
あ
り
、
県
の
教
育
の
根
本
を
ゆ
る
が
す

提
起
が
さ
れ
て
い
る
。
「
既
存
の
公
立
高
校
〈
全
日

制
)
苦
活
科
を
み
る
と
男
子
の
高
等
学
校
六
校
、
女

子
の
高
校
十
二
校
が
男
女
別
学
制
を
と
っ
て
い
る
。

・
男
女
平
等
を
甘
桜
木
と
す
る
教
育
を
進
め
る
た
め

に
公
立
高
校
に
お
い
て
は
勿
女
共
学
制
を
吏
に
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
す
で
に
県
教
委
は
今

年
か
ら
男
子
高
へ
の
女
攻
削
の
配
属
を
や
っ
て
お
り

一一

予
定
で
す
か
。

&
高
等
学
校
家
庭
科
男
女
共
修
に
つ
い
て
の
実
験

研
究
の
ス
ケ
ジ

?
l
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
0

4

1

、
2
、
3
が
未
定
の
場
合
、
そ
の
理
由
を
お

じ
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
対
し
て
五
月
一
六
日
付
で
回
答
が
来
ま
し

た
が
、
都
行
動
計
画
に
従
っ
て
積
極
的
に
共
修
を
す

す
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
み
ら
れ
ず
、
新
し
い
指
導

要
領
に
よ
っ
て
「
相
互
乗
入
れ
」
を
す
す
め
た
り
、

「
男
子
が
選
択
履
修
す
る
場
合
」
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
し
た
。
世
話
人
会
で
は
今
、

改
め
て
申
入
れ
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

各
府
県
新
知
事
に
ア
ン
ケ
ー
ト

四
月
八
日
の
統
一
地
方
選
挙
と
、
去
年
の
選
挙
で

初
当
選
し
た
新
知
事
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
ま
し

た
。
ハ
事
円
袋
、
岩
手
、
秋
問
、
山
梨
、
大
阪
、
大
分
、

佐
賀
の
七
府
県
で
す
J

性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し
、
男
女
平
等
教
育

と
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
積
極
的
に
す
す
め
る
つ
も

り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
訊
き
ま
し
た
が
、
結
果
は
次

号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

と
の
方
向
へ
の
一
歩
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
別
学
校

が
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
あ
り
、
崎
玉
県
の
教
育
を
ゆ

が
め
て
い
る
最
大
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、

共
学
推
進
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
行
き
た
い
。

こ
の
県
の
試
案
と
ち

z
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
高

教
組
婦
人
部
か
ら
も
「
一
男
女
平
等
教
育
を
す
す
め
る

た
め
に

l

男
女
共
学
へ
の
と
り
く
み
を
中
心
と
し

て

l
」
が
出
さ
れ
た
ヲ
一
年
半
が
か
り
で
、
生
徒

や
教
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
生
徒
、
教
師
共
に
男
女
共
学
や
家

庭
科
の
男
女
共
修
を
望
む
者
は
多
い
。
婦
人
部
で
は

こ
の
資
料
を
有
効
に
使
っ
て
共
学
、
共
修
の
実
現
の

た
め
に
運
劫
し
て
い
こ
う
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

(
一
部
三

O
O円
、
希
望
者
は
送
料
同
封
の
上
、
埼

玉
県
高
松
組
、
問
和
市
高
砂
三
l
十
二
l
二
四
へ
)

家
庭
科
の
共
修
に
つ
い
て
県
の
試
案
で
は
、
「
家
庭

運
営
の
責
任
は
男
女
双
方
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
知
識
や
妓
術
を
身
に
つ
け
、
認
識
を
深

め
る
こ
と
が
男
女
共
に
必
要
で
あ
る
。
:
:
:
し
た
が

っ
て
、
中
学
・
高
校
で
の
男
女
共
修
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

施
設
、
設
備
の
広
充
整
備
や
教
員
の
政
保
に
つ
い
て

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
次
の
よ
う

知
事
あ
て
に
送
っ
た
。

こ
の
計
画
試
安
に
対
し
て

な
要
望
書
を
作
成
し
、

aw

ム↑

f

一一
大
阪
府
婦
人
問
題
推
進
会
議
の
提
言

一一

民
間
有
識
者
に
よ
る
大
阪
府
婦
人
問
題
推
進
会
議

は
、
三
月
一
三
日
に
「
女
性
の
地
位
向
上
に
関
す
る

提
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
解
消
を
め
ざ
し
た
か

な
り
具
体
的
な
項
目
に
わ
た
る
提
言
で
す
。
学
校
教

育
に
よ
っ
て
男
女
平
等
を
す
す
め
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
も
は
っ
き
り
示
さ
れ
、
家
庭
科
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
中
学
校
の
『
註
術
・
家
庭
』
お
よ
び
高
等
学
校

『
家
庭
一
般
』
の
女
子
の
み
必
修
を
改
め
、
男
女
役

割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
将
来
を
見
通
し
て
男

女
共
修
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
男
女
を
間
わ
ず
、

自
活
で
き
る
た
め
の
基
本
的
知
識
と
生
活
技
術
・
さ

ら
に
消
費
者
と
し
て
の
社
会
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、

教
科
の
内
容
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
の
ほ
か
、
教
科
書
や
副
読
本
の
中
の
女
性
像
の

検
討
、
婦
人
問
題
を
教
謀
の
中
、
特
に
社
会
科
家
庭

科
で
と
り
上
げ
る
べ
き
こ
と
、
教
員
に
対
し
て
婦
人

問
題
の
学
習
の
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

体
育
、
職
業
教
育
、
自
治
活
動
へ
の
平
等
な
参
加
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
梶
谷
典
子
〉

要

望

容

本
年
三
月
、
貴
県
婦
人
問
題
協
議
会
が
出
さ
れ
た

「
婦
人
の
地
位
向
上
に
関
す
る
崎
玉
県
計
画
試
案
」

ハ
答
申
)
で
は
、
学
校
教
育
川
僚
会
均
等
同
教
育
内

容
。
方
法
の
改
善
と
充
実
の
項
で
公
立
高
校
の
努
女

共
学
と
男
女
平
等
教
育
、
な
ら
び
に
家
庭
科
の
男
女

共
修
を
推
進
し
て
い
く
方
向
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
男
女
の
役
割
分
担
意
識
に
た
ら
わ
れ
な
い
教
育
の

推
進
」
を
わ
が
国
の
園
内
行
動
計
画
も
強
調
し
て
お

り
ま
す
以
上
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な

具
体
的
な
内
零
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
た
婦
人

問
題
協
議
会
の
答
申
は
私
た
ち
に
と
っ
て
心
強
い
限

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
県
民
の
意
見
を
汲
み
上
げ
て
、
更

に
充
実
し
た
内
容
と
し
、
県
市
町
村
行
政
当
局
が
実

施
に
当
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
答
申

の
具
体
的
考
え
方
、
計
画
の
内
容
が
ゆ
が
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
更
に
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
と
と
を
均
待

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
計
画
で
は
、
「
施
策
の
方

向
」
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
ど
の
部
局
で
い
つ
ま
で

に
、
ど
の
よ
う
な
具
体
策
で
行
う
か
、
と
い
う
義
実

的
な
方
法
の
手
順
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
い
た
し
ま
す
。

ハ
中
嶋
里
美
u

一一
10 
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一一
山
口
県
の
行
動
計
画

山
口
県
婦
人
行
動
計
画
が
二
月
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
「
国
際
婦
人
年
の
目
標
達
成
の
た
め
の
世
界
行

動
計
画
、
国
内
行
動
計
画
に
準
拠
し
」
た
と
明
記
し

な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
「
世
界
行
動
計
画
」
の
精
神

か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
逆
行
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

す。
。
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
「
:
:
:
国
定
的
な

男
女
の
役
割
分
担
意
識
が
社
会
通
念
と
し
て
今
な
お

強
く
残
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
婦
人
自
身
の
意
識

や
行
動
を
消
極
的
な
も
の
に
し
て
い
る
」
と
明
記
し

な
が
ら
「
男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
条
件
整
備
」
で

は
「
婦
人
が
、
そ
の
主
体
的
選
択
に
よ
っ
て
女
性
の

も
つ
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
機
会
と
責
任
の
平
等

を
実
現
す
る
た
め
に
は
:
:
:
」
と
し
、
「
家
庭
に
お

け
る
条
件
整
備
」
で
は
「
婦
人
は
家
事
労
働
を
は
じ

め
と
し
て
、
健
全
な
家
庭
生
活
の
維
持
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。
今
後
い
っ
そ
う
の
責
任
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
:
:
:
婦
人
の
地
位
向
上
の
た

め
に
も
、
家
事
労
働
の
正
当
な
評
価
の
実
現
を
は
か

る
こ
と
が
必
要
」
叉
、
「
婦
人
の
社
会
審
加
の
促
進
」

の
た
め
の
「
社
会
的
気
運
の
極
成
」
で
は
「
家
庭
内

に
お
け
る
理
解
と
役
割
分
担
」
で
「
ま
ず
婦
人
の
社

か

ら

1
5学部
g
g
L一

蘇

真

知

子

二

新
し
い
ノ
ー
ト
と
教
科
書
を
き
ち
ん
と
揃
え
、
緊

張
し
て
座
っ
て
い
る
9

今
日
は
新
入
生
最
初
の
家
庭

科
の
時
間
で
あ
る
。

「
こ
の
子
た
ち
と
新
た
な
歩
み
が
今
日
か
ら
始
ま

る
の
だ
」
と
私
も
い
つ
も
と
違
う
緊
張
を
覚
え
る
。

始
め
て
の
時
聞
は
オ
リ
且
ン
テ

1
シ
ョ
リ
4

を
行
な

う
.
，
家
庭
科
は
何
故
学
ぶ
の

-
J
ζ
の
聞
い
に
今

年
の
子
供
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
。

「
別
学
共
修
」
を
実
践
し
て

「
今
は
親
が
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
見
て
く
れ
る
け
れ

ど
、
将
来
、
親
か
ら
離
れ
て
ひ
と
り
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
困
ら
な

い
た
め
に
|
。
」
と
先
ず
は
第
一
声
。
「
つ
け
た
し

ま
す
。
将
来
だ
け
で
な
く
、
今
だ
っ
て
生
活
し
て
い

る
の
だ
か
ら
今
の
生
活
も
き
ち
ん
と
で
き
な
け
れ
ば

こ
ま
る
と
思
い
ま
す
」
と
第
二
声
。
続
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
り
出
す
。
し
か
し
、
こ
の
組
か
ら
は

，
女
だ
か
ら
'
と
い
う
こ
と
ば
は
出
て
こ
な
い
。

一一 . 

会
参
加
に
対
す
る
理
解
を
深
め
適
正
な
役
割
分
担
そ

促
進
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
男
女
平
等
の
達
成
の
た
め
に
、
家
庭
・

社
会
の
中
で
伝
統
的
な
男
女
の
役
割
分
担
を
変
え

ε

必
要
性
を
主
張
す
る
「
世
界
行
動
計
画
」
の
精
神
に

逆
行
す
る
も
の
で
す
。

。
「
教
育
訓
練
の
充
実
」
の
「
新
し
い
時
代
に
即

応
す
る
学
校
教
育
」
で
は
「
男
女
平
等
の
思
想
を
身

に
つ
け
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
母
性
に
対
す

る
自
覚
と
責
任
が
果
さ
れ
る
よ
う
教
育
課
程
の
編
成

に
あ
た
っ
て
は
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
⑦
家

庭
科
教
育
の
あ
り
方
の
検
討
@
学
習
活
動
の
充
実
。

ホ

1
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進

を
あ
げ
、
主
要
事
業
と
し
て
、
家
庭
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
へ
の
派
遣
、
県
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
開
催
、

指
導
者
養
成
講
座
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
す
・

こ
れ
ら
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、

「
学
校
教
育
の
中
で
の
男
女
平
等
教
育
の
推
進
」
の

た
め
の
施
策
を
何
ら
明
記
し
な
い
で
、
母
性
教
育
主
フ

た
2
Eは
「
世
賀
行
動
計
画
」
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

あ
ま
り
に
お
そ
ま
つ
な
行
動
計
画
に
あ
然
と
し
ま

す
が
、
ぜ
ひ
家
庭
科
教
育
の
あ
り
方
の
検
討
の
中
で
、

中
学
校
の
「
技
術
・
家
庭
科
」
、
高
校
の
「
家
庭
一

般
」
の
男
女
共
学
を
早
期
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
書
を
出
そ
う
と
、
今
検
討
中
で
す
。ハ
馬
場
洋
子
〉

の

た

よ

り

二
・
三
目
前
に
座
席
の
隣
の
男
子
に
自
分
の
「
女

子
向
き
」
の
教
科
書
を
貸
し
、
男
子
も
家
庭
科
を
や

る
こ
と
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

一
昨
年
ま
で
は
、
家
庭
科
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て

の
子
供
の
第
一
声
は
「
将
来
お
嫁
さ
ん
に
な
っ
て
も

困
ら
な
い
た
め
」
が
上
っ
て
い
た
も
の
だ
。
続
い
て

「
女
ら
し
く
な
る
た
め
」
「
主
婦
に
な
っ
て
一
家
を

切
り
盛
り
す
る
た
め
」
で
あ
り
、
家
庭
科
教
育
は
子

供
た
ち
の
意
志
に
よ
っ
て
主
婦
準
備
教
育
の
レ

l
ル

に
乗
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
こ
う
し
た
主
張

は
多
く
の
者
の
同
意
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

男
・
女
の
枠
を
は
ず
し
、
生
活
の
主
体
者
と
し
て

学
ぶ
必
要
の
あ
る
教
科
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る

に
は
あ
ま
り
に
も
現
実
は
矛
盾
し
て
い
る
。
「
男
子

向
き
」
「
女
子
向
き
」
の
教
科
書
を
手
に
し
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
異
な
る
授
業
を

、
、
、
、
、
、
、
、

交
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
女
た
ち
に
発
想
の
起
点

は
生
活
の
主
体
者
で
あ
る
こ
と
な
の
だ
と
考
え
さ
せ

る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
@
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
者
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
現
在
と
将
来
に

生
き
る
生
徒
自
身
で
あ
る
こ
と
な
の
だ
」
と
自
覚
に

目
ざ
め
さ
せ
る
た
め
の
ゆ
さ
ぶ
り
に
よ
っ
て
も
子
供

た
ち
の
意
識
は
大
き
く
変
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

一一
福
岡
・
高
知
の
婦
人
問
題
に

関
す
る
調
査

福
岡
県
で
は
、
婦
人
行
政
推
進
の
た
め
に
昨
年
末

か
な
り
大
が
か
り
な
調
査
を
実
施
、
三
月
一
一
一
一
日
に

報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
は
二

O
才
以
上
の
男
女
で
す
が
、
性
別
役
割

分
担
意
識
に
つ
い
て
み
ま
す
と
五
一
年
の
全
国
調
査

よ
り
も
保
守
的
で
、
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に

同
感
す
る
人
と
や
や
同
感
す
る
人
を
合
わ
せ
る
と
、

女
七
六
・
九
dw
男
八
六
・
一
¢
計
八
一
・
一
%
。

同
感
し
な
い
人
と
や
や
同
感
し
な
い
人
を
合
わ
せ
て

女
二
三
・
一
%
男
一
一
・
二
¢
計
一
八
・
八
%
。

「
女
性
も
社
会
と
結
び
つ
い
た
活
動
を
し
た
方
が

よ
い
」
と
い
う
考
え
方
の
人
、
「
子
ど
も
の
し
つ
け

は
、
男
.
女
同
じ
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
方

の
人
は
多
数
で
す
が
、
炊
事
や
錦
除
、
洗
た
く
に
つ

い
て
は
九

0
・
四
婦
の
人
が
「
妥
が
中
心
と
な
っ
て

受
け
も
つ
べ
き
だ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

高
知
県
で
は
、
働
く
婦
人
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

の
結
果
を
三
月
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

家
事
の
分
担
状
況
を
み
ま
す
と
、
働
い
て
い
て
も

自
分
が
中
心
に
な
っ
て
家
事
を
す
る
人
が
七
六
・
八

M
W
で
、
役
割
分
担
の
伝
統
の
強
さ
が
示
さ
れ
て
い
ま

す

。

(

梶

谷

典

子

)

で
あ
る
。

し
か
し
、
男
女
共
修
(
別
学
共
修
で
は
あ
る
が
V

を
始
め
て
か
ら
は
違
う
。

女
子
特
性
論
の
発
想
も
、
「
男
女
分
か
れ
て
学
習

す
る
け
れ
ど
、
学
ぶ
こ
と
は
同
じ
よ
」
「
女
子
向
き

男
子
向
き
の
教
科
書
を
隣
と
交
換
し
て
使
っ
て
ね
」

と
い
う
私
の
一
言
で
方
向
転
換
を
示
す
。
子
供
た
ち

の
発
想
は
怖
い
程
柔
軟
で
さ
え
あ
る
。

子
供
た
ち
の
発
想
が
柔
軟
で
あ
る
が
故
に
、
教
師

で
あ
る
私
た
ち
が
子
供
た
ち
に
示
す
事
実
が
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
制
制
約
す
る
要
因
に
な
ら
ぬ
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
「
女
子
向
き
」
と
書
か
れ
た
教
科
書
、

「
別
学
共
修
」
、
学
年
が
す
す
む
に
つ
れ
て
家
庭
系

列
が
多
〈
な
る
事
実
を
子
供
た
ち
に
一
不
さ
な
川
り
れ
ば

な
ら
な
い
現
実
に
生
き
な
が
ら
、
「
生
活
の
主
体
者

の
自
覚
に
立
っ
て
学
べ
」
と
訴
え
る
こ
と
に
苦
痛
を

感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
.

「
男
の
人
も
生
活
の
こ
と
が
自
分
で
き
ち
ん
と
で

き
れ
ば
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
仲
よ
く
暮
ら
せ
る
」

と
い
っ
た
T
君
。
「
生
活
の
こ
と
を
み
ん
な
で
勉
強

し
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
後
の
人
に
よ
い
手
本
を

残
せ
る
」
と
い
っ
た
Y
君
。
こ
の
子
供
た
ち
に
よ
っ

て
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
変
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

〈
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
五
日
記
)

一一
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横
山
雄
子

鹿
児
島
か
ら

1
1

こ
ん
に
ち
わ
。

私
は
、
鹿
児
島
の
泌
辺
の
町
で
高
校
の
非
常
鄭
講

師
を
し
て
い
ま
す
。
(
三
年
選
択
「
保
育
」
担
当
)

家
庭
科
と
直
接
か
か
わ
り
を
も
っ
て
三
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
，
子
を
生
み
育
て
る
こ
と
'
を
，
女
・
子

ど
も
の
側
か
ら
と
ら
え
な
お
そ
う
'
と
い
う
視
点
か

も
、
「
保
育
」
の
学
習
の
初
め
に
「
女
の
か
ら
だ
|

性
を
考
先
る
」
を
新
た
に
編
成
し
、
展
開
し
ま
し
た

ハ
従
来
の
「
妊
娠
・
出
産

l
母
性
保
健
」
の
章
・
詳

し
く
は
月
刊
『
家
庭
科
教
育
』
花
・

u月
号
、
怜
-

2
月
号
〉
。

こ
の
実
践
は
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
し
た
が
、
特
筆
し
た
い
の
は
生
徒

た
ち
の
反
応
で
す

i
I
卒
業
し
た
ら
阪
神
・
京
浜
に

働
き
に
行
く
者
も
多
い
、
見
え
ぬ
と
こ
ろ
で
世
の
中

を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
，
男
尊
女
卑
'
の
悪
名

高
き
地
方
の
小
さ
な
町
の
高
校
生
た
ち

1
1
0

「
女

の
か
ら
だ
」
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
恥
ず
か
し

さ
や
戸
惑
い
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
も
、
あ

る
張
り
つ
め
た
真
剣
な
時
を
生
徒
と
も
ど
も
も
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
ま
と
め
と

;llJ 

人

会

報
とと
仁コ

間
三
月
三
一

B
M

O
次
回
集
会
，
企
ハ

t
七
月
頃
〉
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
ハ

1
ペ
ー
ジ
参
照
〉

。
次
次
回
集
会
は
「
新
教
育
課
程
に
お
け
る
家
庭
'
4

般
(
和
一
回
)
」
「
，
共
修
を
支
援
す
る
会
'
か
ト
ヲ
の

報
告
μ

の
予
定
、
マ
す
。

。
総
会
に
つ
い
て

明
年
度
総
括
、
州
問
年
度
活
動
案
が
、
青
山
、
八
島

か
ら
提
出
さ
れ
、
'
検
討
し
ま
し
た
が
次
回
世
話
人
会

で
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

何
年
度
活
動
案
で
は
特
に
、
賞
パ
ン
フ
な
ど
を
父

母
の
共
修
理
解
の
た
め
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
、
各

地
に
伎
を
作
り
、
自
治
体
に
働
き
か
け
よ
う
、
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

。
自
治
体
へ
の
働
き
か
け

東
京
都
に
対
し
.
新
年
度
す
ぐ
に
行
動
計
画
に
つ

い
て
の
ス
ケ
ジ
晶

l
ル
に
関
し
質
問
状
を
郵
送
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

ハ
馬
場
洋
子
)

円
四
月
一
回
目
回

二
一
日
の
例
会
、
総
会
を
前
に
、
世
話
人
の
役
割

分
担
、
当
日
の
進
行
の
打
合
わ
せ
と
ど
を
中
心
に
話

し
合
っ
た
。
(
例
会
、
総
会
の
記
事
参
照
)

. 

し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
こ
と
ば

で
表
現
し
ま
し
た
。
，
い
や
ら
し
い
と
思
っ
て
い
た

性
を
、
し
っ
か
り
と
正
し
く
学
ぶ
に
つ
れ
そ
う
思
わ

、、

な
く
な
っ
た
'
，
男
子
に
も
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
こ
と
が
ま
じ
め
に
性
を
分
か
ち
合
う
こ
と

に
つ
な
が
る
'
等
荷
:
:
:
。

「
女
の
か
ら
だ
」
の
学
習
を
通
じ
、
子
を
生
み
育

て
る
こ
と
の
出
発
点
で
あ
る
性
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、

当
然
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
男
子
へ
も
ー
と
な
ろ
う

と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
ロ
か
ら
つ
ぶ
さ

に
，
男
子
へ
も
/
'
の
切
実
な
声
を
聞
く
と
、
家
庭

科
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
と
し
て
男
女
共
に
学
ぶ
・
そ

れ
も
す
べ
て
の
生
徒
が
ハ
選
択
で
な
く
〉
学
ぶ
、
と

い
う
こ
と
は
必
至
な
こ
と
だ
と
思
え
ま
す
。
そ
こ
を

家
庭
科
教
師
は
自
ら
に
し
っ
か
り
課
さ
な
け
れ
ば
、

と
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
鹿
児
島
で
の
男
女
共
修
へ
の
と
り
く
み

は
未
だ
し
:
:
:
の
感
が
強
い
よ
う
で
す
③

先
だ
っ
て
熊
本
市
で
聞
か
れ
た
家
庭
科
教
育
研
究

者
連
盟
九
州
地
区
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
の
第
八
回

研
究
集
会
に
熱
心
な
お
誘
い
を
受
け
、
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
九
州
の
各
地
か
ら
多
く
の
方
が
集
い
、
い

き
い
き
と
活
発
な
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
鹿
児

島
か
ら
は
私
一
人
の
参
加
で
し
た
。
熊
本
や
福
岡
・

大
分
か
ら
の
参
加
者
.
か
い
く
人
も
あ
っ
た
こ
と
に
く

ら
べ
、
さ
び
し
い
限
り
で
し
た
が
、
そ
の
折
、
熊
本

特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
総
会
の
運
動
方
針
案

に
、
以
下
の
こ
と
を
追
加
し
て
盛
り
こ
む
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
，

①
地
方
選
挙
が
終
っ
た
段
階
で
新
知
事
ハ
十
人
あ

ま
り
〉
に
教
育
、
特
に
家
庭
科
共
修
に
つ
い
て

質
問
状
を
出
す
〈
市
長
、
区
長
に
も
、
と
い
う

声
も
あ
っ
た
が
範
囲
が
広
す
ぎ
る
の
で
知
事
の

四
み
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
〉

②
夏
、
高
校
指
導
奮
が
出
る
の
で
、
高
校
「
家
庭

ゴ
般
」
を
出
し
て
い
る
教
科
書
会
社
と
話
し
合

い
を
も
ち
、
新
教
科
書
に
反
映
さ
せ
る
。

③
高
校
共
修
用
の
新
パ
ン
フ
を
年
度
内
に
出
す
。

ハ
駒
野
陽
子
〉

円
四
月
一
一
一
日
回

本
年
度
第
一
回
目
の
集
会
と
総
会
の
あ
と
、
市
川

先
生
を
か
こ
ん
で
二
、
三
の
点
を
話
し
合
っ
た
。
そ

の
第
一
は
、
国
連
差
別
撤
廃
条
約
に
対
す
る
日
本
政

府
の
態
度
へ
の
疑
問
。
第
二
に
、
ユ
ネ
ス
コ
第
二
十

回
総
会
概
要
報
告
書
中
の
原
文
「
ガ
l
ル
」
「
ボ
ー

イ
」
を
女
児
、
男
児
と
限
定
し
た
の
は
文
部
省
の
意

訳
で
は
な
い
か
。
第
三
に
、
高
校
教
科
書
に
み
る
男

女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
抗
議
す
る
か
。

第
四
に
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
の
移
行
措
置
段
階
に

お
け
る
相
互
乗
入
自
粛
の
文
部
省
、
指
導
主
事
発
言

の
問
題
。
第
五
に
、
教
育
に
お
け
る
男
女
差
別
禁
止

法
案
作
成
の
請
願
に
つ
い
て
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

集
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
中
山
ソ
ミ
氏
か
ら
，
次

期
集
会
の
会
場
県
を
鹿
児
島
に
ひ
を
う
け
て
も
ら
え

な
い
か
、
そ
の
た
め
の
打
診
を
し
て
く
れ
な
い
か
a

旨
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
集
会

の
会
場
県
を
担
当
し
た
こ
と
の
な
い
鹿
児
島
に
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
動
き
を
ひ
き
お
こ
せ
な
い

か
、
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る
と
か
。

今
、
鹿
児
島
の
家
教
連
メ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
い
て
、
と
も
か
く
も
自
分
た
ち
の
自
主
的
な
集

ま
り
を
も
つ
こ
と
が
先
決
で
は
な
い
か
、
と
い
う
動

き
に
と
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
聞
け
ば
県
の
家

庭
部
会
は
新
旧
二
手
に
分
か
れ
ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク

の
様
子
、
不
平
・
不
満
の
タ
ネ
は
っ
き
ぬ
と
か
。
し

か
し
、
そ
れ
を
不
平
や
不
満
に
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

整
理
し
、
新
た
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
I
う
。
そ
の
た
め
に
は
一
人

一
人
が
カ
量
を
つ
け
て
い
く
こ
と
、
一
人
で
は
解
決

で
き
ぬ
問
題
や
悩
み
を
も
ち
よ
り
、
の
り
こ
え
て
い

く
た
め
の
集
ま
り
が
必
要
で
し

z
う
。
さ
ら
に
は
、

女
教
師
が
何
か
言
う
と
，
ゴ
ッ
バ
バ
(
「
歯
ご
た
え

の
あ
る
女
」
の
悪
称
〉
'
呼
ば
わ
り
す
る
教
師
集
司

職
場
全
体
へ
の
働
き
か
け
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ず
い
ぶ
ん
道
は
遠
い
け
れ
ど
、
手
の
と
ど
く
と
こ

ろ
か
ら
働
き
か
け
ね
ば
:
:
:
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
@

編
集
部
で
は
お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ち
、
一
、
二
、
四
に
つ
い
て
は
、
市
川
先
生
が
五
月

中
に
外
務
省
、
あ
る
い
は
文
部
省
の
関
係
考
を
よ
ん

で
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
事
情
を
た
だ
し
て
下
さ

る
こ
と
を
決
定
。

ハ
佐
藤
慶
子
)

円
五
月
九
日
回

一
、
集
会
は
七
月
七
日
(
土
〉
午
後
一
時
半
か
ら

テ
!
?
一
、
講
師
を
決
定
。
-

二
、
小
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
街
地
、
提
村
、

住
宅
地
を
全
国
か
ら
選
ぴ
?
小
学
校
六
年
生
の
声
を

聞
く
。

三
、
埼
玉
県
知
事
及
び
婦
人
問
題
協
議
会
に
対
し
て

埼
玉
県
の
婦
人
の
地
位
向
上
に
関
す
る
埼
玉
県
試

案
を
評
価
し
、
共
修
実
現
の
た
め
要
望
書
を
送
る
。

四
、
山
口
県
の
婦
人
行
動
計
画
に
対
し
て

内
容
が
あ
ま
り
に
も
不
十
分
な
の
で
、
次
回
世
話

人
会
で
よ
く
話
し
合
い
、
意
見
番
を
送
る
。

五
、
文
部
省
へ
の
働
き
か
け
は
、
市
川
さ
ん
に
お
願

い
し
、
五
月
中
に
高
校
用
教
科
書
、
「
技
術
・
家
庭
」

の
相
互
乗
り
入
れ
の
指
導
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
の
翻
訳

の
件
な
ど
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
す
る
。

六
、
地
減
ご
と
の
運
動
を
す
す
め
る
た
め
に
世
話
人

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
る
。

七
、
会
員
の
声
は
、
秋
ご
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
く
。

八
、
八
月
の

P
。
T
-
A
大
会
(
福
井
〉
に
参
加
。

〈
八
島
紀
子
)
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世

界

の

う

。
『
差
別
撤
廃
条
約
』
が
て
き
ま
す

国
連
で
は
今
「
差
別
撤
廃
条
約
」
の
審
議
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
九
六
七
年
「
婦
人
に
対
す
る

差
別
撤
廃
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
様
の

趣
旨
で
更
に
一
歩
す
す
め
て
条
約
を
制
定
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

条
約
案
の
中
に
は
「
男
女
の
役
割
に
関
す
る
定
型

的
な
差
別
観
念
を
鍬
廃
す
る
た
め
の
措
置
及
び
家
族

に
関
す
る
教
育
」
「
数
育
に
お
け
る
男
女
平
等
の
確

保
の
た
め
の
錆
置
」
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
「
宣

言
」
と
同
様
、
「
男
女
同
一
の
カ
ロ
キ
土
フ
ム
」
と

い
う
立
と
ば
が
入
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
部
省
は
こ
れ
に
抵
抗
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す

.
為
。

合

M
.0
ユ
ネ
ス
コ
て
は

咋
昨
年
の
一

O
、
一
一
月
、
パ
日
で
行
わ
れ
た
第
二

O
回
ユ
ネ
ス
ヨ
鎗
会
の
第
五
委
員
会
で
は
、
婦
人
の

地
位
に
関
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
曲
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
決
議
も

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
事
と
育
児
の
準
備
と
し
て
の
家
庭
科
の
学
習

指
導
が
、
男
児
に
対
し
て
も
女
児
に
対
し
て
も
、
同

様
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
〈
文
部
省
の
訳
)

と

き家
庭
科

1
仏

S
2
t
;
n
F
g
g

男
児
、
女
児

i
σ
0
3・
包
ユ
帥

男
子
、
女
子
と
せ
ず
、
男
児
、
女
児
と
し
た
の
は
、

男
の
子
に
は
小
学
校
で
だ
け
や
ら
せ
た
い
か
ら
な
の

で
し
主
』
ヲ
か
?

。
世
界
の
青
年
の
性
別
役
割
分
担
怠
識

や
や
旧
聞
に
な
り
ま
す
が
、
総
理
府
で
情
年
U
月

か
ら
句
年
1
月
に
か
け
て
世
界
の
路
才
か
ら
川
崎
才
ま

で
の
青
年
を
対
象
と
し
て
意
識
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
日
本
の
青
年
は
性
別
役
割
分
担
意
識
が
強
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
」

と
い
う
考
え
方
に
賛
成
か
反
対
か
き
い
た
結
果
は
左

の
通
り
で
す
。

原
文
は
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ビ
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ド

バ

ラ
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・

イ

酋

イ

フ

プ

大
体
各
国
》

T
R
男
桂
内
局
等
教
育
安
受
け
て
い
な
い

へ
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
人
に
賛
時
か
多
い
そ
う
で
す
。

フランス 29.3

ス 29.7

8.2 

オτーストラFア 27.4 

ド52.6

スウェーデノ

ン

イス

日

70.5 

令
新
世
話
人
に
中
川
さ
ん

総
会
で
会
員
を
ふ
や
そ
う
と
話
し
合
っ
た
あ
と
、

世
話
人
を
ふ
や
す
こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

総
会
が
終
っ
て
か
ら
中
川
和
さ
ん
が
世
話
人
に
な
ヨ

て
も
よ
い
と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
は
中
学
校
の
家
庭
科
の
先
生
で
す
。

16 

A
V

小
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

夏
休
み
に
は
国
際
児
童
年
の
行
事
が
い
ろ
い
ろ
行

わ
れ
ま
す
が
、
本
会
で
も
夏
の
集
会
は
国
際
児
童
年

に
因
ん
だ
テ
l
マ
を
選
び
ま
し
た
。
ハ
1
ペ
ー
ジ
参
母

小
学
生
へ
の
ア

γ
ケ

l
ト
に
つ
い
て
は
、
各
地
の

小
学
校
の
家
庭
科
の
先
生
九
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

六
年
生
約
六

O
O名
の
声
を
集
め
ま
す
。

質
問
す
る
事
項
は
、
家
庭
科
を
ど
う
思
う
か
と
い

う
こ
と
の
ほ
か
、
家
事
分
担
の
実
態
と
性
別
役
割
分

担
意
識
に
つ
い
て
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

争
ご
相
様
、
ご
窓
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

前
号
で
も
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
共
修
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
世
話

人
が
お
答
え
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
郵
便
で
事
務
局
あ
て
に
ど
う
ぞ
。

こ
の
会
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
運
動
の
す
す
め

方
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
編
集
部
〉


